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第２４９回 番組審議会 

 

１．日 時   平成２８年２月９日（火）１２：００～ 

２．場 所   メトロポリタン盛岡ＮＥＷ ＷＩＮＧ ３Ｆ「星雲 東の間」 

３．委 員   委員総数     １０名 

        出席委員数    １０名（欠席委員数 ０名） 

 

○ 出席委員（敬称略） 

      鈴木 厚人（委員長） 

       九萬原 敏已（副委員長） 

 ―以下５０音順― 

石田 征広 

加藤 裕一 

久慈 浩介 

斎藤 純 

菅原 正二 

八木橋 伸之 

        役重 真喜子 

        吉田 浩次 

 

 ○ 会社側出席者（７名） 

        佐藤 滋樹 （代表取締役社長） 

        小原 忍  （取締役副社長） 

        藤原 銀司 （常務取締役報道局長） 

        前田 秀男 （取締役技術局長） 

        工藤 浩  （取締役営業局長） 

        青田 優  （編成部専任部長） 

        坂野 敬  （めんこいエンタープライズ制作部長） 

 

 

○ 事務局   佐々木 久仁子 
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４．議題   『山・海・漬 ～誓いを新たに！龍泉洞みずまつり～』 

          平成２８年１月２３日(土) １８：３０～１９：００放送 

 

５．議 事 概 要 

 

今回は、１月２３日（土）放送の「山・海・漬 ～誓いを新たに！龍泉洞みずまつり～」を

審議しました。審議の概要は、以下の通りです。 

 

●岩手めんこいテレビ青田プロデューサーからの説明 

 

・「山・海・漬」の今年度の最高視聴率は１６．０％、平均視聴率は１２．２％と視聴者から

変わらぬ支持を頂いている。今年１０月で放送開始２０周年を迎えるが、第１回からナレ

ーターをつとめていただいている小野寺瑞穂さんの声を聞くだけで「山・海・漬」が始ま

ったと認識してもらえるのが一番の強みだと思っている。 

 

・今回は、昨年４月入社の滝澤悠希アナウンサーをリポーターに起用した。地域の祭りを体

当たりで取材することで視聴者に新人アナウンサーの顔と名前を覚えてもらえるようにと

いう考えで出演させた。 

 

●めんこいエンタープライズ坂野ディレクターからの説明 

 

・「山・海・漬」の内容は、放送２ヶ月前の企画会議で決定している。その時だからこそ紹介

できるもの、その季節だからこそ伝えたいものの２点を重要視している。 

 

・今回は、冬場にしか体験できないことを切り口にネタを探し、この祭りにたどり着いた。 

滝澤悠希アナウンサーの今年の目標を掲げながら、地域の祭りの良さと岩手の冬の厳しさ

を伝えたいと思い制作した。 
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●出演した委員からの意見 

 

・あまり知られていないお祭りを紹介するという趣旨は、良かった。 

 

・なぜ水に感謝するのかという説明があれば良かった。 

 

・滝澤悠希アナウンサーの頑張りに敢闘賞を上げたい。 

 

・岩泉の食や産業などのいろいろなものも紹介するのかと思ったが、祭りだけに集中したの

は潔くて良かった。 

 

・日本はきれいな水の宝庫。きれいな水は一番の基本、日本の一番の資源だと思う。番組は

見ていてスッキリして気持ちが良かった。 

 

・いつもの軽いノリもあり郷土紹介番組としては良かった。祭りはいつ行われているのか、

祭りの本体は水を運ぶことなのか、水を被ることなのかなど分らないことがあったので、

祭りの概略を説明してほしかった。 

 

・場所がわかるように岩泉の地図を出してほしかった。 

 

・炭鉱ホルモンを紹介する時に、小川炭鉱についてナレーションかテロップで説明をしてほ

しかった。 

 

・安心できる展開で楽しく見ることができた。掘り起こせば紹介できる年中行事が県内にも

沢山あるのではないか。是非紹介してほしい。 

 

・滝澤アナウンサーの柔らかさ、初々しさを活かすにためにも搬送隊の隊長さんだけでなく、

その他の地元の人との絡みがあれば良かったのではないか。祭りに参加している地域の若

者の熱い思いに触れ、滝澤アナが「自分も頑張らなければ」というところがあっても良か

った。 
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・祭りは２９回目で祭りとしては伝統的というより新しい試み。立ち上げる時の苦労もあっ

たはずなので、その辺のことを聞くことができればよかった。 

 

・映像に、岩泉の大変素朴な自然の良さが随所に出ていて良かった。 

 

・好感を持って見た。岩手のいろんな祭りなどを取り上げて掘り起こしていくべきだと思う。 

 

・見終わった後、自分が旅をしている紀行文を読んでいる感じがして、スッキリしたような 

感じになった。 

 

・祭りの意味が良く分らなかった。橋を渡る時に言っていた「上七里、下七里、上り水神、

下り水神…」の意味だけでも理解できれば、もう少し分ったように思う。 

 

 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置 

  特になし 

 

８．審議機関の答申意見概要を公表した場合におけるその公表内容、方法及び年月日 

 

※平成２８年２月１０日（水） 産経新聞 東北版 

 

※平成２８年２月２０日（土）午前４時１２分から４時１５分まで「めんこいテレビ番審リ

ポート」として放送。 

 

※据え置きの書類を作成し、本社受付に置き一般の人々が自由に閲覧できるようにした 

 

９．その他の参考事項 

  特になし 

 

＊次回は、平成２８年３月８日(火)１２時より 当会場にて開催予定です。 


